
 

 

令和７年度学校評価自己評価表    学校名：廿日市市立原小学校 

学校教育目標 
夢と希望と輝きをもつ 

児童の育成 

〔ミッション〕ふるさと原を誇りに思い，生き生きと輝いて 21世紀の社会に貢献できるよ

う，自分で考え自分で行動する子どもを育てる。 

〔ビジョン〕 ・自由で主体的な学校    ・風通しのよい職場 

・地域を大事にする学校 

経営目標に向かう 

ストーリー 

☆七尾中校区，本校の研究テーマに共通している「自分の考えを持ち，説明する力の育成」に基づき，表現力の向上を目指し

た授業づくりを行う。 

☆行事等を通して地域の方々に親しみ，日頃のあいさつや会話等を通して感謝の気持ちを持つことにより，地域貢献への意

識を涵養する。 

 
評価計画 昨

年

度

末 

目

標

値 

第
２
回
中
間 

第
３
回
最
終 

達
成
度 

評

価 中期経営目標 短期経営目標 
目標達成のための 

方策 
評価指標 

①【学習指導】 

主体的，意欲的に学

ぶ児童を育成し，確

かな学力を身につけ

る 

◎学校全体で授

業交流の活性化

を図り，教師の

授業力を向上さ

せる 

・視点を明確にした研

究授業に各担任が年

一回以上取り組む。 

 

・ロイロノート，グーグ

ルワークスペース等の

活用例について暮会

等で交流する。 

 
 

・１学期と２学期に１単

元以上の「個別最適な

学び」を視点とした授

業に取り組む。 

・課題の解決に向けて，自分で考

え，自分から取り組む児童の育

成【市共通項目】市目標値 85％ 
≪児童アンケート≫ 

困ったことや難しいことの解決に向けて自分

で考え自分から取り組んでいる。 
※全国学力・学習状況調査児童質問紙の肯定的評価

からの数値と自校児童評価アンケートから 

 

・自分は理由を付けて相手に分か

りやすく話している。 

児童評価 

 

・標準学力調査ステップ別人数比

においての達成率（ステップ３・

４・５の割合）国語・算数 

 

87.５％ 
（全国学テ） 

87％ 
（自校アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.6

％ 

 

 

 

国語 

７０% 

算数 

７９% 

 

８５％ 
（全国学テ） 

８５％ 
（自校アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8５％ 

 

 

 

 

国語 

８５％ 

算数 

８５％ 

 

９５％ 
（全国学テ） 

83.3％ 
（自校アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.3

％ 

 

 

 

国語 

―％ 

算数 

―％ 

 

95％ 
（全国学テ） 

87.9％ 
（自校アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

89.4

％ 

 

 

 

国語 

82％ 

算数 

93％ 

 

108％ 
（全国学テ 

103％ 

（自校アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

105％ 

 

 

 

 

国語 

96％ 

算数 

109％ 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 
 

 

 

A 
 

B 

(修正)    

②【生徒指導】 

自分を大切にし，友

達を大切にし，共に

頑張ろうとする心と

根気強く取り組む力

を育成する 

・望ましい生活習

慣の定着を図る 

 

 

 

 

 

◎児童の自己有

用感を高める 

【校区共通項目】 

 

・生活ふり返り週間の

取組を継続し，日々の

生活習慣について，目

的意識をもたせ，個に

応じた具体的な方法

を指導する。 

 

・自他の良さを互いに

認め合える活動の場

づくりと評価の工夫を

行う 

（「かがやきの木」の全

校への紹介・縦割り

班掃除等の取組） 

・「相手の方を見て挨拶をする」児

童評価（生活振り返りカード④） 

 

・「わが子は，家庭・地域・学校など

の場で挨拶をしている」 

保護者評価 

 

 

・自分は，自分のよさは，周りの人

から認められていると思う。 

 児童評価 

 

・自分は，まわりの人の役に立と

うとしている。 

児童評価 

 

９３％ 

 

 

 

 

８１％ 

 

 

 

 

 

 

 

７９％ 

 

 

 

 

 

 

 

―% 

 

９０％ 

 

 

 

 

８０％ 

 

 

 

 

 

 

 

９０％ 

 

 

 

 

 

 

 

９０% 

 

 

95.4％ 

 

 

 

 

77.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

81.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

93.8% 

 

 

92.4％ 

 

 

 

 

６７％ 

 

 

 

 

 

 

 

87.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

83.3% 

 

 

１０２％ 

 

 

 

 

８３％ 

 

 

 

 

 

 

 

97％ 

 

 

 

 

 

 

 

９２．６% 

 

 

A 
 

 

 

B 

 
 

 

 

 

 

B 

 
 

 

 

 

 

 

B 

 
(修正)    

③【開かれた学校】 

地域・保護者との連

携を深め，信頼され

る学校づくりを進め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校における働き方

改革を推進し働きや

すい職場を目指す 

◎学校運営協議

会内での連携を

核として，児童

と地域とのつな

がりが深まる教

育活動を推進す

る 

 

・学校からの積極

的な情報発信を

行い，児童に関

わる課題を保護

者と共有し課題

解決に努める 

 

・学校全体で業務

改善を推進し教

職員が主体的に

課題を解決する

組織風土を醸成

する。 

・地域と学校の協働に

より，児童の資質・能

力・態度を育成する 

 

 

 

 

 

・児童の学習面や生徒

指導上の課題に対し

て，迅速に対応する 

 

 

 

 

・業務改善を行い児童

と関わる時間や教材

研究の時間を確保す

る 

・「地域の人材とのつながりを広

げたり，深めたりできた」 

教師評価 

 

・「自分は地域（原）が好きであり

地域に役立ちたいと思ってい

る」 

児童評価 

 

・「学校は我が子の相談に丁寧に

応じてくれる」 

保護者評価 

 

・「児童の課題に対し迅速に対応

し，教職員間で連携して取り組ん

だ」 

教師評価 

 

・「仕事に意義とやりがいを感じ

主体的に児童と関わったり教材

研究に取り組んだりした」 

教師評価 

 

１００％ 
（教師） 

 

 

 

 

 

９３％ 
（児童） 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

100％ 
（教師） 

 

 

 

 

 

90％ 
（児童） 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

７７％ 
（教師） 

 

 

 

 

 

87.9％ 
（児童） 

   

 

 

 

 

 

 100％ 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

92.4％ 
（教師） 

 

 

 

 

 

92.5％ 
（児童） 

 

 

 

 

 

 

９３％ 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

92.4％ 
（教師） 

 

 

 

 

 

102％ 
（児童） 

 

 

 

 

 

 

９３％ 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

 

 

 

 

 

 

100％ 

 

B 
 

 

 

 

 

A 

 
 

 

 

 

B 

 
 

 

 

 

 

A 

 
 

 

 

A 

(修正)    

 

 
第 1 回４月２3 日学校運営協議会 



 

中間期 結果と課題の分析・改善方法等 

 

○ 「課題の解決に向けて，自分で考え，自

分から取り組んでいる」（児童評価）（目

標値８５％）昨年度末の８７％から８３．

３％と児童の自己評価はまだ目標値に

達していない。また，「自分は理由を付け

て相手に分かりやすく話している」（児童

評価）（目標値８５％）昨年度末の８３．

６％から８３．３％とこちらも達成してい

ない。両方とも下回っているが，今年度

は研究の柱として「分かる楽しさ」を取り

入れ，誰でも学びに参加でき，自分で課

題を選択し，決定し，取り組むことのでき

る授業づくりを全体で行っている。 

○ また、今年度よりチーム担任制を取り

入れ，多くの先生との関わりを通し，新

たな視点から児童のよさを認めたり，伝

え合う場や説明する場なども取り入れた

りしている。 

○ 授業づくりにおいても，自由進度的な

学習や自分で課題を選択し，決定した上

で取り組む場などを設けている。２項目

とも教師評価では１００%に達している

のは，その取組を行っているからであ

る。教師と児童の認識の差を埋めるため

に，以下の事を後期は重点的に行ってい

きたい。 

 

 

【具体的な指針の共有】 

評価の低かった児童においては，アンケ 

ート項目の理解として，「理由をつけて」や

「分かりやすく」というところの認識ができ

ていないことが考えられる。目標達成への

自己評価が低いのも同様であり，できてい

ても肯定的な評価につながらないのは，何

ができたらいいのかなどの具体的な姿が

児童に伝わっていないからである。指針を

共有しつつ，教師がその場面を見つけた

際，認める声掛けが必要である。例えば，

「分かりやすく」とは順番，図示，指差しをし

ながら説明することであること，また，説明

したいと思える環境づくりとして聞き手の

反応など話型を示し，掲示し，いつでも使

えるようにしていく。 

【説明場面の設定】 

授業だけではなく，委員会活動を兼ね 

て，放送委員会のインタビューを全児童で

行い，その場でのやり取りから説明できる

児童や質問できる児童を育成する。 

 

○ 「相手の方を見て挨拶をする」（児童評

価）（目標値９０％）昨年度末の９３％から

９５．４％と児童の自己評価は上昇してい

るが、「わが子は、家庭・地域・学校などの

場で挨拶をしている」保護者評価は８１％

から７７．３％と下降している。児童の自

己評価と保護者の評価には大きなギャッ

プがある。 

○ 児童は、学校内においては挨拶シール

の取組もあり、「自分は挨拶をがんばって

いる」と思っているが、それが学校外の場

に広がっていないと捉えられる。 

  そこで以下の事を後期は重点的に行っ

ていきたい。 

 

【家庭内での挨拶の呼びかけ】 

まずは「家庭内での挨拶をしていこう」と

呼びかけたい。①おはよう②行ってきます

③ただいま④おやすみなさいの４つの挨

拶をしようという取組を進めたい。 

 

 

○ 「自分のよさは，周りの人から認められ

ていると思う。」（児童評価）目標値９０％

に対して、８１．８％であった。本校では、

自分以外の人の良さを見つけたり、自分

では気づかない自分の良さを認めてもら

ったりできる機会を作るための「かがや

きの木」の取組をしている。この取組は、

自分の良さを認められていると感じられ

ることにつながるものである。 

 

 

【かがやきの木の取組の工夫】 

金曜日の朝の「かがやきの木タイム」で、

すべての児童がカードをもらえるようにす

る工夫を進める。例：週の初めに書く相手

を決めておき、金曜日に書くなど。また、

「先生からほめられる」という回数を増やし

ていくことも大切であると考える。叱ると

きはしっかりと叱るが、たくさんほめるこ

とを私たち教職員が意識していく。 

 

 

○ 「自分は周りの人の役に立とうとして

いる」（児童評価）９３．８％と目標値の９

０％を上回っている。 

 

 

【特別活動の充実】 

引き続き、委員会活動、係活動のさらな

る充実を図り、「みんなのために責任をも

ってがんばろう」という意欲を持たせてい

きたい。 

 

 

○ ８月の熟議では，教職員と学校運営協

議会・地域学校共同本部の皆様と地域の

よさを生かした学習活動について深く

話し合うことができ，今後の学習活動に

大いに役立つ意見や知識を得ることが

できた。地域・保護者と連携した学習と

して，米作りやサツマイモ栽培，鼓笛隊活

動等の伝統的な学習活動とともに，「ハ

ラっぱマルシェ出店」等の地域行事参

加，高齢者施設との交流，植栽活動など

も昨年より継続し，活動内容も充実化し

ている。 

○ しかし，「地域の人材とのつながりを広

げたり，深めたりできた」の教職員アンケ

ート結果（７７％）から，教職員は地域と

の連携をさらに進めていく必要性を感

じていることが分かった。また，地域へ

の貢献的な活動に対し，「自分は地域

（原）が好きであり地域に役立ちたいと

思っている」という児童アンケート結果

（８７．９％）から，原地区外から登校して

いる児童への働きかけに課題があるこ

とが分かった。 

 

 

【やりがいや達成感を感じる取組の充実】 

これからも地域の方々との連携を深め，

地域のよさを生かした特色ある学習活動

と地域貢献にやりがいや達成感を感じら

れる取組の創造に励んでいきたい。 

 

 

○ 学校教育目標に向かって教職員のやり

たいことを支援し，働き方改革を進めて

いる。 

○ 教職員の「やりがい」を高める取組は，

アンケート結果（１００％）。教職員個々の

強みを生かし，チャレンジを支えること，

課題に対してチームとして積極的に力に

なろうとすることのできる心理的安全性

の高い教職員同士の関係ができてい

る。 

 

 

【達成感のある業務改善の推進】 

教職員の超過勤務は，４月～８月の月４

５時間超過は１６名。新学級スタート直後の

５月に実施した運動会の影響が大きかった

と思われる。行事に関わる業務の精選，行

事を見越した業務の効率化について改善

を図っている。「紙面カエル会議」として，

全教職員からアイディアを募集して業務の

効率化を図り，すでに１０項目実現させて

いる。今後さらに取組を続け，教職員全員

が達成感を味わえるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

・基礎学力向上をしっかりとお願いしたい。中学校では帯タイムで学力保障の取組をしている。小学校でも学力の二極化

を起こさないように取り組んでいってほしい。 

・学校の雰囲気が和やかでよい。授業も和やかな中で集中すべきところはきちんとできている。高学年になればより一層

できているように感じた。 

・特に高学年は成長を感じた。新学期になり，あいさつ運動があるからと言って早くから登校し，正門に立っ 

ている高学年を見て，先生方，地域の方々のおかげで子ども達が成長していると感じている。 

・あいさつについては，子ども達はしっかりやったと思えている。最近は，目を見てしっかりあいさつができ 

ていると感じる。自分からあいさつをし，こちらがしたらきちんとあいさつが返ってくる。ずいぶんよくな 

っている。 

・地域の人材とのつながりについての教職員のアンケート評価から思いを知ることができたのは嬉しかった。 

地域として，原小学校の先生方とより仲良くしていきたい。 

・保護者の「学校が丁寧に対応してくれる」という信頼を得ているので，引き続き頑張ってほしい。 

・教職員はやりがいを感じて働いている。働きやすい職場になっていると思う。 

 

結果と課題の分析・改善方法等 

【修正】 

・ 基礎学力の向上については，帯タ 

イムを復活させ，①基礎的な計算 

力②漢字の学習③聞き取る力の育 

成を行う。３分間の中で，個々の 

つまずきを把握し，確実に身に付 

くように繰り返し練習する。教職 

員及び児童で目標を共有し，「達成 

カード」に記録しながら児童の意 

欲を継続できるようにしていきた 

い。  
 

【修正】 

・ 挨拶については，運営委員会の 

「あいさつ運動」をしばらく継 

続し、少しずつ参加者が広がっ 

ていくような取組につなげてい 

きたい。 
 

【修正】 

・ 地域行事への参加として，３・４ 

年生は「ハラっぱマルシェ」への 

出店と合唱発表を行う。また，低 

学年は，「まちたんけん」で地域 

に出向き，地域の方との交流，つ 

ながりも生まれる。「チーム担任 

制」を生かして地域との連携がで 

きる教員が新しく着任した教員に 

地域の方々との橋渡しがスムーズ 

にできるようにしていく。また， 

教職員が熟議で得た意見をもと 

に，伝統芸能についての学習活動 

など，新たな地域学習の創造にも 

教職員が計画・実施できるように 

時間を確保していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回(中間) １０月１5 日 学校運営協議会 



 

 
最終 結果と課題の分析・改善方法等 

【表現，伝える活動】 

○「理由をつけて考えを表現することが 

できている」の児童評価は，８９．４％ 

で，目標値を達成した。中間期からも 

６．１％伸びている。これは「相手」を意 

識した発表や説明ができたことに繋が 

る。 

○今年度は学習目標として「聞く力」 

に重点を置き，月ごとに変えるのでは 

なく，学期ごとに目標を設定した。学校 

全体で振り返りを行い，学級だけでな 

く朝会でも価値づけを行い，それによ 

り，聞き手が育ち，発表者の意欲や「も 

っと分かりやすく伝えたい。」という思 

いにつながった成果であると言える。 

○自分の考えや思いに自信がなかった  

 りどのように言えば良いか分からなか  

 ったりした時にはペアやグループで相  

 談できる学びのスタイルや，教師が「ど  

 うしてそう思ったの？」と積極的に聞 

 き返すことや図や表等根拠となるもの  

 を指さしながら説明する授業の流れを  

 積極的に取り入れたことも成果の１つ 

 である。 

【基礎学力の定着】 

○基礎学力の定着については，今年度 

 の研究主題である「学びが楽しい」を  

 教職員が意識し，全員が学びに向かう  

 ことができるための具体的な支援に 

 ついて協議し，一年間取り組むことが  

 できた。 

○また，学力の二極化を防ぐために，学 

習において児童の苦手とするところを 

見取ったり，特別支援の視点（焦点化・ 

視覚化・共有化・具体化）を取り入れた 

りして授業を改善・向上させてきたこ 

とにより，標準学力調査ステップ別人 

数比においての達成率が，国語科で昨 

年度７０％が８２％，算数科が昨年度７ 

９％が９３％と向上した。 

○帯タイムについての時間は来年度に

持ち越すことになるが，その授業ごと

に必ず分かって次に向かえるように，

各担任だけでなくチーム担任制を生か

して協議しながら取り組むことができ

た。 

〇特別支援の視点を取り入れた授業づ 

くりについては，今年度の取組の反省 

を生かして，児童の見取りをより深め 

て児童一人一人が自分に合った学習 

法を身につけていけるように改善して 

いく。 

 

【あいさつ】 

○わが子は、相手に伝わるように挨拶

をしている」保護者評価は目標値８

０％に対して、６７％であり、達成度が

８３％という低い結果となった。 

○１学期の「あいさつ名人カード」、２学

期の「あいさつの木」、２学期途中から

の運営委員会児童による「朝のあいさ

つ運動」という取組をおこなった結

果、「相手の方を見て挨拶をしている」

児童の自己評価が９２％（目標達成度

１０２％）と高くなっているが、保護者

の評価は低い。家庭での挨拶「おはよ

う、行ってきます、ただいま（おかえ

り）、おやすみなさい」をしていこうと

いう呼びかけも不充分であったと捉

える。 

○来年度も引き続き、生活の基本であ

る「あいさつ」についての取組を推進

していく必要がある。 

【自己有用感の向上】 

○「自分のよさは、周りの人から認めら 

れていると思う」児童評価は、昨年度

末の７９％から８８％と上昇。本校が

数年来実施してきた「かがやきの木」

の取組において、各学級での取組を

充実させたことと、金曜日の朝の時間

に「かがやきの木タイム」を設定したこ

とでカードを書く時間が確保されたこ

とから、カードをもらう児童数が増え

たことが要因として考えられる。 

○また、１２月から２月初旬にかけて実 

施した運営委員会児童による「かがや 

きの木」紹介放送も児童の自己有用感 

の上昇に影響しているのではないか。

「かがやきの木」の取組は児童に定着 

しており、保護者や地域の方にも浸透 

しているので、今後も「マンネリ化」に 

陥ることなく工夫しながら続けていき 

たい。 

○「自分は、まわりの人の役に立とうと

している」児童評価は、８３％（目標達

成度９２．６％）であり上記の項目と比

較すると低い値となっている。児童の

日々の生活を見ていると、縦割り班そ

うじや係、委員会活動などで積極的に

自分の役割を果たそうと行動してい

る姿はとても多く見られる。 

○自分たちの行動のどんなところがま 

わりの人に役立っているかをつかん

でいないのではないかとも考えられ

る。 

○そこで、アンケート記入に際して、児

童に具体的な場面を想定させる補足

説明を行うように改善を図る。その結

果（来年度）を踏まえて、今後の取組に

活かしていきたい。 

【地域の人材とのつながり】 
○米作りやサツマイモ栽培，鼓笛隊活動等 

の伝統的な学習活動，「ハラっぱマルシェ 

出店」等の地域行事参加，高齢者施設と 

の交流，植栽活動なども昨年の反省に基 

づく改善によって，活動内容が充実化し 

た。 

○しかし，「地域の人材とのつながりを広げ

たり，深めたりできた」の教職員アンケート

結果（92.4％）より，教職員の地域の関係

を深める機会を増やすことが必要だと考え

る。来年度は，地域と学校の協働的な学習

活動をつくることをめざし，地域の人材と

の話し合いの機会を増やしていく。 

【地域貢献への意欲】 
○地域への貢献的な活動に対し，「自分は 

地域（原）が好きであり地域に役立ちたい 

と思っている」という児童アンケート結果 

（92.5％）から，原地区外から登校をし 

ている児童への地域貢献に対する意欲 

や喜びが感じられる活動の工夫の成果が 

出てきていることが分かった。 

○来年度も地域の方々との連携を深め，地

域のよさを生かした特色ある学習活動と地

域貢献の取組にやりがいや達成感を感じら

れる取組の創造に励んでいきたい。 

【教職員の「やりがい」を高める取組】 
○教職員の「やりがい」を高める取組は，ア 

ンケート結果（100％）であった。 

○教職員個々の強みを生かしてチャレンジを 

支え，課題に対して積極的に協力すること 

のできる心理的安全性の高い教職員同 

士の関係が，チーム担任制のスムーズな 

スタートに結びついた。 

【チーム担任制】 
○チーム担任制についての児童アンケート 

（92.1％）から，児童が肯定的であること 

が伺える。教職員も，複数での計画・準備 

が可能となりで，活動の幅を広げることが 

できている。来年度以降の取組の広がり， 

深まりへ結び付けたい。 

【社会に開かれた学校】 
○学校からは，個人情報保護に留意しなが 

ら，学校だより，学校HPを活用して情報 

発信を行っている（HPは２週に１度のペー 

スで更新）。 

○来年度より，小規模特認校指定を見据え

て市内の保育園，幼稚園への入学勧誘を行

っていくこととなる。 

○園児の体験入学等を含めた入学勧誘への

取組に伴う情報発信への構想と準備を進め

ている。 

【業務改善】 
○教職員の超過勤務については，９月～１月 

の月４５時間超過は３名。学習発表会開催 

月の１０月以外は，勤務時間の平均は２０時 

間台と，改善が見られた。 

○「紙面カエル会議」として，全教職員からア

イディアを募集して業務の効率化を図り，９ 

月以降，来年度実施を含めて５項目実現さ 

せた。今後さらに取組を続け，教職員全員 

が達成感を味わえるようにしていきたい。 

 

 



 

 

 

・年度初よりどの学年も成長を感じた。どの学年も集中して学習できていて感心した。居住地交流（２年生）も， 

継続して交流できるとよいと思う。 

・学校評価については，課題を明確にして取り組んでいて，成果が出ているように思う。引き続き教職員が協力 

してやっていってほしい。 

・教職員の授業中の表情がよい。児童も安心して取り組んでいた。タブレットを使って自己選択・自己決定して学 

習を進めている姿が見られた学年がある反面，今日は教師主導の授業形態で，その姿が見られなかった学年 

もあった。日頃から取り組んでいるとは思うので，ぜひこの取組をこれからも進めていただきたい。 

・学んだことをアウトプットする活動もされていると思う。それによって表現に対する児童評価が高くなってい 

るのだと思う。 

・来年度もチーム担任制を継続し，しっかり取り組んでいってほしい。 

・原小学校は，地域交流など学びの多いよい学校だと思う。授業では，ＩＣＴを活用して視覚化を進め，たいへん 

分かりやすい。どの学年の授業も大変よかった。 

・個別の活動について，個人的な確認を教員ができていることが大変よかった。少人数の学校だからこその価

値ある学習のスタイルができていた。 

・保育園交流では，児童に主体的に活動する力がついていることが分かった。よい交流ができている。 

学校関係者評価を受けての次年度の方針・方策 

・研究推進計画に自己選択・自己決 

定して学習を進めていく指標をよ 

り明確にし，児童の力の育成をめ 

ざす。 

・情報リテラシーを意識させながら

ＩＣＴ機器を日常的に活用するよ

うにしていく。 

 

 

・運営委員会がおこなった「朝の 

あいさつ運動」は、児童が「自分か

ら地域の方に挨拶をしていこうと

する意欲と態度を養う機会となっ

た。ほかの児童からも「参加したい」

という声が聞かれるようになって

きた。この取組を全校に広げていく

ことも考えていきたい。 

・「かがやきの木タイム」は、次年 

度も引き続きおこなっていくこと

で、カードを書く時間として児童の

生活の中に位置づけていきたい。 

・チーム担任制については，今年 

度の形を引き継いで，来年度も 

実施。 

・チーム担任制スタートの年度当

初より，目標達成の３学期のまと

めをめざした計画作成を行う。 

・児童が自己選択・自己決定して学習を進める力を伸ばす取組を推進していく。 

・学んだことをアウトプットする取組を授業に反映させる。 

・来年度のチーム担任制については，チームで取組を進める長所を生かして３学期のまとめを意識した計画を 

立てるようにする。 

・小規模特認校指定を見据えて地域・幼保小連携など進め，特色ある学校づくりを地域とともに進めていく 

・引き続き，教職員がやりがいを感じながら学校目標の達成に向けて連携していけるよう，取組を継続してい 

きたい。 

第 3 回(最終) ２月１0 日 関係者評価委員会を受けて最終報告 


